
NPO法人草加市カヌー協会 

草加パドラーズ 
[会報第 63号] 平成 29年 11月 15日発行 

□草加パドラーズ事務局 住所 草加市松江 2-4-16□電話 048-931-3844 

有害物質「塩化銅溶液」40 トン流出 

コバルトブルーの古綾瀬川 
11 月 11日(土)午前 9時

頃、八潮市の化学工場から

有害物質「塩化銅溶液」

40tが貯蔵タンクから排水

管を通って古綾瀬川へ流出

する事件がありました。 

翌 12日(日)午前 7時頃、

草加市環境課長さんから、古綾瀬川から綾瀬川本流

へ有害物質が流れ出ているので、本日のカヌーによ

る浮遊ゴミ回収は危険なので自粛するように・・・

との連絡が入りました。同 8 時頃役員 2名が現場確

認のため古綾瀬川排

水機場へ出向き、実

際に見た河川はコバ

ルトブルーで異臭を

放っていました。 

会員の安全性を考え、活動場所を蒲生船着場以北に

限定して活動をしました。 

国土交通省中川出張所長に水門を閉じて中和剤で無

害化してから水門を開き、綾瀬川へ放出するよう依

頼しましたが、最終的に「現状のまま放置して、希

釈を待つ」選択を県環境課が判断したとの電話連絡

を受けました。この公害問題を考えた時、工場の事

故(犯罪)責任、公害問題に対する県・国の判断と行

動の適切性に若干の疑問が残る事件でした。市民・

国民に納得のいく説明と再発防止の対策が絶対に必

要であると感じました。今回、市環境課長、国土交

通省中川出張所長、黄川田代議士、山川代議士等が

事故処理の対応にご尽力いただけましたことをここ

に記しお礼を申し上げます。有難うございました。 



11 月 13 日(月) 古綾瀬川 AM9:00 の状況 
① 「弁天橋」付近 

①多数の魚の死骸が散乱         ②不法投棄ゴミも散乱 
②「弁天橋」より 100ｍ下流域の河川の様子 

③白濁の古綾瀬川の様子          ④護岸には水色の付着物が見える 

◎事故後 3日目、綾瀬川に流下せず滞留していました。全く水生生物が住めるよう

な状態ではありません。大きな魚が白い腹を出して浮いていました。 

 

11 月 14 日(火) 古綾瀬川 AM9:00 の状況 
埼玉県民の日、会員の小学 6年生が古綾

瀬川排水機場付近の水質サンプルの採取

をしました。事故発生 4日目は、白濁色

は殆ど無くなり、やや青みがかった濁り

のある水質でした。だいぶ塩化銅水溶液

が本流へ流れ出し、希釈されてきたよう

に感じました。県の関係者が排水機場橋

上から、タモ網で流下する魚の死骸の回

収をしていました。 

10:00、私たちは左岸船着場の上流部で通

常の浮遊ゴミ回収活動を実施しました。 


